
ポピュリズム政治とＳＮＳ
～ＳＮＳから見える日本社会の分断～

憲法改正問題に取り組む全国アクションプログラム
憲法市民集会

【講師プロフィール】
成蹊大学文学部現代社会学科教
授。専門はメディア研究・社会
学。

1961年生まれ。東京外国語大学
外国語学部卒業、東京大学大学
院学際情報学府博士課程修了。

日本IBM、ソフトバンク株式会社
勤務、愛知淑徳大学現代社会学
部、メディアプロデュース学部准
教授、独エアランゲン大学日本
学講座客員研究員などを経て現
職。

い とう まさ あき

講 演： 伊 藤 昌 亮さん (成蹊大学教授)

日 時： 202５年６月２８日(土)
１４時～１６時３０分(開場１３時３０分)

場 所： 千葉県弁護士会館３階講堂
(千葉市中央区中央４－１３－９ 裏面の地図参照)

★ どなたでも参加できます。参加無料。事前予約不要。手話通訳あり。
★ オンライン同時配信あり。事前登録不要。裏面に注意事項があります。

時間になりましたら以下のリンク又はQRコードからお入り下さい。

https://us06web.zoom.us/j/82127779678

主催：千葉県弁護士会 共催(予定)：日本弁護士連合会 関東弁護士会連合会

昨年の都知事選挙や兵庫県知事選挙で

は、ＳＮＳが、選挙結果に大きな影響を与

えたと言われています。

そこには、既成メディア対ＳＮＳという図

式を強調したり、国民のさまざまな運動

などをも敵視するポピュリズムの存在も

指摘されています。

ＳＮＳ上の過激な投稿が社会の分断を煽

り、傷つける。その深淵には何があるの

か。

ＳＮＳが、憲法改正の国民投票に与える

予期しない影響も懸念されています

７月には参議院選挙が控えていますが、

今、選挙のあり方、選挙運動のあり方ま

で、問われようとしています。

ネット社会は、世論の形成や国民運動、

政治の動向にどのように作用しつつあ

るのか、憲法の視点から一緒に考えたい

と思います。

著書に
『炎上社会を考える』（中央公論新社）
『ネット右派の歴史社会学』（青弓社）
『デモのメディア論』（筑摩書房）
『フラッシュモブズ』（NTT出版）など。



オンライン参加にあたっての注意事項

本講演会は、Ｚｏｏｍウェビナーを用いてオンラインでも配信します。

★ オンライン参加には、パソコン、タブレット、スマートフォンなど、インターネット接続

のできる機材及びインターネットを利用できる環境が必要です。インターネット通信料は

参加者にてご負担ください。

★ 事前申し込みは必要ありません。当日、表面のＵＲＬかＱＲコードに直接アクセスしてく

ださい。 その際、お名前とメールアドレスの入力が必要です。

★ Ｚｏｏｍについては、Ｚｏｏｍサービス規約の内容に同意のうえでご利用ください。

★ 視聴される機材であらかじめＺｏｏｍのインストールをお願いします。

★ 開催当日までに予めＺｏｏｍの利用が可能かテストされることをお勧めします。

★ 当日、何らかの理由で配信が中断し復旧困難となった場合には、やむを得ずオンライン配

信を中止する可能性があります（目安として１５分以上配信不能となった場合）。

★ パソコン環境、通信状況等の不具合について、当会では責任を負わず、Ｚｏｏｍの利用方

法等についてのサポート対応等もいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

★ 配信内容の撮影、録画、録音は禁止します。

個人情報の取り扱いについて

本講演会は、Ｗｅｂ会議システムＺｏｏｍを利用して開催します。

Ｚｏｏｍの利用規約やプライバシーポリシーを確認され同意のうえでご利用ください。

当会が取得した参加者の個人情報は、本企画の運営目的のみに利用し、利用終了後は速やか

に廃棄・消去します。共催団体は個人情報を取得しません。

会場までの地図


